
　　
平
成
二
十
九
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

　
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
の
部
　
実
施
報
告
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刀
職
者
の
技
能
向
上
と
そ
の
普
及
を
目
的

と
し
て
発
足
し
た
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

は
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
の
開
催
も
十

年
を
越
え
、
一
時
代
を
築
い
た
感
が
あ
り
ま

す
。
今
年
で
実
に
三
十
一
回
目
を
迎
え
た
講

習
会
の
模
様
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

講
習
会
は
、
本
年
も
柄
下
地
・
刀
装
金
具

の
二
部
門
同
時
開
催
で
行
い
ま
し
た
。講
習

テ
ー
マ
は
柄
下
地
が「
柄
下
地
の
基
礎
技
法
」、

刀
装
金
具
の
部
が
「
縁
頭
の
製
作
技
法
」
で

し
た
。

例
年
通
り
の
実
践
重
視
の
方
針
の
下
、
少

数
精
鋭
で
の
技
術
習
得
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
の
講
習
会
初
日
に
は
、
開

講
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
四
日
間
制
は
、
中
二
日
を
十
分

な
講
習
時
間
に
充
て
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

講
師
と
の
ほ
ぼ
完
全
な
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
形
式

で
の
指
導
は
、
受
講
生
に
と
り
、
日
常
の
仕

事
の
数
カ
月
分
の
情
報
を
一
日
で
身
に
つ
け

る
こ
と
が
出
来
る
場
と
も
な
り
、
技
倆
向
上

に
大
い
に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

近
年
の
刀
剣
ブ
ー
ム
の
前
か
ら
、
女
性
の

参
加
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
も
女
性

の
姿
が
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
も
い
え

る
よ
う
で
す
。
ま
す
ま
す
刀
剣
へ
の
注
目
度

は
高
ま
り
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

文
化
と
し
て
の
日
本
刀
の
魅
力
を
さ
ら
に

深
め
、
作
品
と
し
て
の
完
成
度
も
大
い
に
高

め
つ
つ
、
日
本
文
化
の
使
徒
と
し
て
の
職
人

と
い
う
存
在
を
高
め
合
っ
て
い
く
場
と
し
て

本
講
習
会
を
意
義
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い

研修会場全景

開講式・山崎館長の挨拶

研修会場

研修会場・柄下地の部
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ま
す
。

両
国
へ
の
移
転
を
目
前
に
控
え
、
協
会
の

公
益
団
体
と
し
て
の
大
き
な
意
義
と
責
務
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
講
習
会
は
、
今
後
も
文
化
継
承
と
技
倆
向

上
を
主
軸
に
据
え
、
地
道
に
活
動
し
て
い
く

所
存
で
す
。

最
終
日
の
六
月
二
十
五
日
に
は
閉
講
式
が

行
わ
れ
、
各
講
習
生
に
受
講
証
書
が
手
交
さ

れ
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
ご
多
忙
の
中
、
熱
心
な
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。
ま
た
例
年
通
り
の
破
格
の
条
件
で
宿

舎
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
「
西
大
寺
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
の
皆
様
、
講
習
会
の
実
施
に

あ
た
り
数
々
の
お
骨
折
り
を
い
た
だ
い
た
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
職
員
の
方
々
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
日

自
　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日（
木
）

至
　
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日（
日
）

講
師

〈
柄
下
地
の
部
〉　
　
柄
巻
師
　
三
谷
　
修
史

〈
刀
装
金
具
の
部
〉　
白
銀
師
　
羽
川
　
安
穂

受
講
者

〈
柄
下
地
の
部
・
四
名
〉

�

兵
庫
県
　
　
小
形
　
純
子

�

埼
玉
県
　
　
玉
木
　
之
子

�

山
口
県
　
　
中
山
　
恒
久

�

岡
山
県
　
　
橋
本
　
幸
律

〈
刀
装
金
具
の
部
・
十
一
名
〉

�

富
山
県
　
　
五
十
嵐
　
結

�

兵
庫
県
　
　
石
川
　
雄
司

�

京
都
府
　
　
上
野
　
宏
樹

�

京
都
府
　
　
太
田
　
崇
史

�

岡
山
県
　
　
片
山
　
　
恒

�

山
形
県
　
　
上
林
　
真
穂

�

東
京
都
　
　
武
田
　
典
明

�

福
岡
県
　
　
太
佐
　
誠
治

�

愛
媛
県
　
　
三
島
　
幹
則

�

千
葉
県
　
　
宮
本
　
恒
之

�

広
島
県
　
　
村
上
　
弘
賢

研修会場・刀装金具の部 柄下地の部・三谷講師

刀装金具の部・羽川講師

閉講式・受講証書授与

閉講式・講師講評


